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〔編集後記〕
。千葉医会誌第 1巻は 1923年(大正 12年)に発刊さ
れています。第 l号 1月，第 2号 3月，第 3 4号 11月，"，， 
の3冊で，原著 14篇，臨床講義2篇，講演 1篇，抄録 2
篇，学会(千葉医学会例会)記事5回， 7題などが主な
内容です。会長三輪徳寛先生，副会長松本高三郎先生，
評議員 48名で，評議員中から庶務会計幹事として竹村
正先生ほか 4名，編集集会幹事として酒井卓造先生ほか 
4名が当られています。。千葉医学会自体が成立したのは 1922年 11月 27日
のことで，それまであった千葉医学専門学校校友会をあ
げての協力，猪鼻奨学会の寄附により，学会創立直後か
ら千葉医会誌の発刊が可能になったようです。雑報欄に
その設立経過，趣意書，創立総会記事，会則，役員，会
員名簿などが記され，当時の先輩方の虹のような気概が
うかがわれます。
号の間隔の長いのは，その聞にい3 4号と第2第 く〉 ，"，， 
わゆる関東大震災があったからで，巻末 39頁にわたっ
て震災記事が載せられており，千葉医大救護班の活動，
同別働先発隊の救護の記事や，救護活動に参加した学生
の手記などが収録されているのも大きな特長と思われま
す。そのほか端艇大会記，学生募集，会員異動，明治 40年
卒業生同窓会設立の通信，茨城県ゐのはな会総会の記，
卒業証書授与式，学位受領など盛り沢山で，要するに学
会誌であり，同窓会誌であり，学報でもあるというの
が，第 l巻の印象です0 
0 現在ゐのはな同窓会報があり，千葉大学学報があっ
て，当時の千葉医会誌のなかから，それらに属するもの
をわかち，学術誌としての性格をもつようになったのが
本誌でありますが，学術誌としての内容を高めるととも
に，もう少し情報をという声もないわけではありませ
ん。この点は今後の本誌のひとつの課題であろうと思い
ます。。ところで最近また薬害についての論議が盛になって
きています。かなり安全だと思われていた薬物に思いが
けない副作用が見出だされたりして問題になっていま
す。効果のある，いわゆるよく利く薬ほど，ほかの作用
一一臨床では副作用といっていますが一一ーもまた強いこ
とは当然なことでF この辺に薬物使用のむずかしさがあ
りましょう。そこで作用の mildないわゆる漢薬を見な
おそうという動きが近時活発になってきたこともうなず
けましょう。鈴木先生がそのことを巻頭に書かれている
のは goodtimingであると思います。。さてまた基礎的研究と臨床的研究とが混然一体とな
って医学が進歩することが本来のあり方でありますが，
臨床研究家である斎藤先生の総説はまさにそれに当りま
しょうし，麻生先生ほかの展望にも，それを読みとるこ
とができます。その点を玩味しつつお読み下さい。
く〉 原著は 8篇で，うち岡先生のものは長い論文を 2篇
にわけていただきました。荒木先生のものは 45巻 3，4 
号， 46巻 l芳についで第 3報になります。前2報と併せ
てご覧下さい。藤田，那須，福田，神谷の諸先生の論文
はいずれもいわゆる serologyに関するもので，期せず
してかつて本誌で企画した“免疫"の特集のようになり
ました。もうひとつの社会医学の論文である田波先生ほ
かの第 l報は，第 2報とともに掲載されると，さらに理
解がゆきとどくわけで，その旨著者にお願いしました
が，本号には間に合いませんでした。第 2報をお待ちし
ます。
例によってあたらしい薬，診療のための検査は，毎く〉
号のことですので，筆者に格別のご努力をお願いしてい
ます。あたらしい薬の麻生・村山両先生には今後も続け
ていただ、きますが，降矢先生は次号からは小林先生にリ
レーされ，主として細菌学的検査のシリーズに移りま
す。なお本号には第 47回千葉医学会総会の抄録集をの
せました。これは 45年度から一般演題をやめましたの
で，伊藤，椿，吉岡 3先生の特別講演の抄録のみとなり
ました。総会や例会のあり方については，桑田委員長の
もとで集会委員会がなお検討を重ねています。ご意見が
あればお知らせ下さい。
く〉 ここで表紙裏をみて下さい。ここに 47巻の刊行計
画が載せられています。これについては会員のアンケー
トをとり，編集委員会を数回重ねて決定しましたが，実
際には多少の変更があるかも知れません。また多少新し
い企画が含まれていますが，これについてはり巻 l号
の後記でF ご説明申し上げる予定です。
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